
 

左のマンガの中に書かれている「アウス」とは「人工妊娠中絶」のことです。人

工妊娠中絶とは、人工的な手段を用いて意図的に妊娠を中絶させることです。

平成 30年度のデータによると、国内の人工妊娠中絶数は 161,741件で、20

歳未満の中では 19歳が 5,916件、18歳が 3,434件となっています。 

「透明なゆりかご(沖田×華)」の中より（ネットから） 

なぜ、厚生労働省の発表

する日本の主な死因別死亡

数(左図)に人工妊娠中絶数

が入っていないかというと、

この世に存在している人が死

亡したというわけではないか

らです。つまり、胎児はこの

世に存在していないため、カ

ウントしないのです。 

現在の日本人の死因の第 1位

はがんの 373,547 人です。

1990年代の人工妊娠中絶は年

間 40 万件以上が行われていま

した。その頃でいえば、本当の死

因第 1 位はがんではなく、人工

妊娠中絶が本当の 1 位といえた

かもしれません。 
人工妊娠中絶のその後…。 
妊娠 12 週未満の中絶胎児は医療廃棄物として扱います。大きさによりますが、母胎から出された中絶胎児を専用のケースに移して専門の業者に渡します。そして、廃棄し

ます。（上のマンガ参照） 12週を超えてからの中絶は法的に死産となり、戸籍に残ります。役所への届けが必要で、火葬もするため葬儀屋さんの手配をしてもらいます。 

  

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じめじめした梅雨が明けると夏本番です。今年は短い夏休みに入ると思いますが、楽しいことばかりで夏を終わら
せてしまわないように、進路実現に向けた準備や部活等と両立させてメリハリのある生活を心がけましょう。マスク
が定着したと思いますが、自分でできる感染症対策を継続して行っていきましょう。 
また、この時期は食中毒や熱中症を起こしやすい季節です。食べ物の管理(体調が悪いときは生ものを控える、

熱を加える等)や熱中症対策(こまめな水分補給、無理をしない等)を行い、健康な体を維持しましょう。 

今年は新型コロナウイルスにより、健康診断が例年通り実施されず、まだ
全ての健康診断が終了したわけではありません。各検診で「要精検」とお便
りをもらった生徒は、早めに受診･治療をしてきましょう。受診した際には、必
ず受診報告書を保健室まで提出して下さい。 

BMI:身長からみた体重の割合 

体格指数。基準値は｢18.5～24.9｣。 

BMI＝体重(kg)÷身長(m)÷身長(m) 

●視力が「C」や「D」と言われた。 
 ホワイトボードの見え方はどうです
か？ 眼を細めたら見えるからとそのま
ま放置したり、合わない眼鏡を使用した
ままでいたりしていると、目つきが悪くな
ったり、板書が遅れ、授業についていけ
なくなかったりしてきます。きちんと矯正
して、学校生活を楽しめる環境作りをし
ていきましょう。また、眼の疲れを感じた
ら遠くを見るなどして、眼を休めるように
しましょう。※C：0.3～0.7、D:0.3 未満 
 

●「貧血」と言われた。 
 １年を対象に貧血検査を行い、
経過観察や要精検の生徒にはプ
リントを配付しました。よく読み、貧
血予防･改善していきましょう。２～
３年の生徒で貧血気味と感じてい
る人は、食生活の見直しやかかり
つけ医と相談するなどして自己管
理をしていきましょう。 

●心電図検査や内科検診

で「要精検」と言われた。 
 学校の検診結果から、病気
発見の手がかりとしてよく用
いられます。精密検査の上
で、心臓には全く問題がない
と判断される場合も多くありま
すが、重大な心臓の異常が
見つかる場合もあります。面
倒がらずに専門医の診察を
受けてきましょう。 
 

●尿検査で「要精検」

と言われた。 
 尿検査は簡便な検査で
ある反面、疲労や過度の
運動などでも異常が見ら
れる場合もあります。し
かし、勝手な自己判断は
せずに受診しましょう。 

～日本人の死因第 1 位は「がん」、第 2 位は「心疾患」、第３位は「老衰」ではなく『中絶』で亡くなった赤ちゃんだということ～ 

福島県の人口妊娠中絶件数は 2,406件(H30年度、厚労省衛生行政報告)でした。どんな理由であっても、2,406人の命が奪われ、未来が消えてしまっ
たという事実には変わりありません。避妊や性感染症予防にコンドームは有効ですが、100％予防はできません。 一番は「性行為をしないこと」
です。1人ひとりが自分を大切にし、そして、相手を大切にするためにはどうしたらよいかを真剣に考え、行動をとりましょう。 

自分の身長や体重は
どうでしたか？ バラン
スが大事ですよ。 

●「むし歯」や「歯周疾患」があると 

言われた。 
 歯科検診後にプリントをもらった生徒
は、まずはよく読んでください。むし歯が
ある生徒は早期に治療を行いましょう。
（18 歳まであれば医療費助成制度により
無料で治療することができます!!）むし歯
は自然治癒しない感染症です。歯垢(細
菌の塊)でどんどん侵される前に… 

373,547 人 

208,210 人 

109,606 人 

尚志高等学校保健室   令和２年８月３日発行 

http://www.sozaiya.org/sunflower0/ko4himawari-m.htm
http://www.sozaiya.org/sunflower0/ko4himawari-mr.htm
https://womanslabo.com/wp-content/uploads/2017/04/a8401229d58826ab1e906e88d5a93b34.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎身近な暑さ対策をやってみよう!!◎ 

１ 体温を下げる…手首、首筋、腿、かかと付近など、大きな血管が流れてい

るところに冷たいタオルを巻き付けて、血液から温度を下

げよう！（脇の下や太ももの付け根も◎） 

２ 消灯だけでも…必要以外の明かりは消し、使っていない電化製品もコンセ

ントから抜いて待機電力をなくそう！ 

３ 室内は…昼間に直射日光が射す部屋は、雨戸や遮光カーテンで日光をシャ

ットダウンさせよう！(換気をすることを忘れずに) 

４ 冷房と扇風機…除湿や冷房の設定を適切に管理して、室内の温度管理を

しよう。扇風機やサーキュレーター等で空気を循環させる

と、部屋全体を涼しく保つことが出来ますよ。 

 
私たちの体には発汗や皮膚からの放熱によって体温を一定に保つしくみが備わっています。熱中症は、この体温調節システムが壊れたり、体内

の水分や塩分のバランスが崩れたりすることで起こります。軽度～中等度では、めまい、立ちくらみ、筋肉のけいれん、倦怠感、吐き気、頭痛などが
現れ、重症化すると意識障害やショック症状などが起こり、この場合、一刻も早く医療機関に運ばないとたいへん危険です。熱中症を予防するには、
高温多湿の場所や風通しが悪い場所での運動や作業を控えるとともに、こまめに水分を補給することが大切です。熱中症予防の目安として、熱中症
危険度がひと目でわかる「環境省熱中症予防情報サイト（環境省 HP）」というのもあります。今いる地域の現在の暑さ指数を知ることができます。熱
中症にならないためにも、自分でできる熱中症対策を行いましょう！ 

現在(8/3)の新型コロナウイルスによる世界
の感染者は 1700 万人を超え、その死者は 68
万人を超えています。未だ世界的に増え続け
ています。日本も例外ではなく、国内での状況
は 3万人以上が感染し、そのうち 1,000 人以上
が死亡しています。東京都を中心に感染者が
日々増加しています。都は「感染が拡大してい
る」と警戒レベルを最上位に引き上げました。 

引き続き感染予防の徹底(石鹸による手洗い
やアルコール消毒、感染拡大を防ぐ咳エチケッ
ト(正しいマスクの着用))と、東京都等の感染拡
大地域への不要・不急の移動の避けることを
行ってください。私たちは新しい生活様式(下記
参照)を取り入れながら、できる予防行動をとっ
ていくことが重要です。 

 

 
                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※厚労省 HP 
「新型コロナ感染症
について」 

※LINE 公式アカウント
「福島県-新型コロナ対
策パーソナルサポート」 

相談窓口 

 感染が 

疑われる 

場合 

【福島県】 
帰国者・接触者相談センター 

0120-567-747 

 不安に 

思う場合 
【福島県】一般相談 

0120-567-177 

□まめに手洗い･手指消毒    

□こまめに換気(窓を全開にして)    

□咳エチケットの徹底(校内ではマスク着用して

下さい。) □「3 密」の回避(密集、密接、密閉)   

□抵抗力を高める(十分な睡眠と規則正しい食

生活等)    □身体的距離の確保 

□毎朝の体温測定・健康チェック(発熱・風邪症

状の場合、自宅療養) 

※熱中症予防情報ｻｲﾄ 


